
海藻標本乾燥器 (永田式植物標本製作器301)

~ 85，000 (送料共) 金属部サイズ 50x80 x30cm 

生の海漆を吸取紙で半日脱水後，オ対ffiで乾燥すると 100枚以上の標本が 1-2日で出

来上ります。

海藻標本乾燥器(永田式植物標本製作器301)を推薦します

千原光雄(筑波大学生物科学系教授)

海藻の標本は美しい。 t奇麗であ る。 ÑI~もがそう思うに違いない。海務の多くは自体の

もつのり分で標本台紙にぴたり とはりっき，まるで絵にかいたようでもある。しかし，

「標本を作るのが而倒でね」 とか r吸取紙のとりかえが厄介でねjと言う人たちが多
い。事実，吸取紙のとりかえは思いのほか厄介な作業である。このたび発売された永田

式植物標本製作器301(海蕊標本乾燥器)は，有難いことに，このような厄介さを一挙

に解消させてくれる。私はかつて国立科学博物館在職中』こ同僚が使っていた高等植物用

の永田式植物標本製作器を見て， r海藻にもこのような製作訴があればよいがJと思う
ことがたびたびであった。たまたま永田さんも同様な考えをもっておられ，昭和45年頃

より製作器の試作の作業が繰り返され，私はもっぱらテスト役で，現在市販されている

永田式海藻標本乾燥器が完成した。本乾燥器は第ーに安全であり ，取扱いも簡便であ

る。しかも標本は実によ く仕上がる。私どものところでは，この甘iH東標本乾燥器は実に
重宝がられており，とくに多人数の海務実習の際には大活畷である。
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学会に関する通信は， (〒112)東京都文京区大塚3-29-1 東京教育大学理学

部縫物学教室内 日本藻類学会幹事宛とし，幹事の個人名は一切使用せぬよう注意
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Manuscripts and other correspondences should be addressed to the Japanese 
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